
今はこんな様子だよ。

３月２週目
　令和２年度より半解体修理を始めた旧東慶寺仏殿では、大工さんによる屋根の骨組みの組み立て

が済み、続いて新しい茅葺屋根を葺く作業に入るため次は屋根葺き職人さんにバトンタッチ。木と

竹を籠状に組み上げて下地を作り、その上にススキの束を重ねて屋根を作り上げていきます。茅葺

屋根は地域ごとの特色があるため、２年前に古い屋根を解体する際に作り方をしっかり調べました。

今回その調査をもとにして、昔と同じやり方で、使える古い材料は再利用しながら組み立てています。
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大工による屋根骨組み
 だいく　　　　　　　や　ね ほね ぐ

再利用できる材料（茶色）は解

体前の番付に則って元の場所に、

足りない分は新材（緑色）で補う。

　 さいりよう　　　　　　ざいりょう　 ちゃいろ　　　　かい

　たいまえ　　ばんづけ　 のっと　　　 もと　　 ばしょ

　 た　　　　　　 ぶん　　しんざい みどりいろ　　おぎな

解体前の屋根で確認された独特

な縄の結び方を、同じように再

現して施工しています。

　かいたいまえ　　 や　ね　　 かくにん　　　　　　どくとく

　　　なわ　　むす　　かた　　　　おな　　　　　　　　さい

　げん　　　　 せこう

茅葺屋根の下地組立
かやぶき や　ね　　　したじ くみたて

独特な構造材「尺八」。屋根から下と上、茅葺

屋根と建物を結びつける要となります。

　 どくとく　　こうぞうざい   しゃくはち　　　や　ね　　　　 した　　うえ　　かやぶき

　　や　ね　　 たてもの　　むす　　　　　　　 かなめ

①小屋組み
　屋根を支える大きな骨組み。屋根

の姿は昔と違う形だったと絵図などか

ら推定されていましたが、今回調査　

でそれらしい痕跡が確認されて

います ⑥茅葺
ススキなどの草を積み重ね、縛り

止めて作った屋根。解体時の調査により、

神奈川県央域で行われている屋根の

葺き方が用いられていることが

分かりました
②野垂木
＜タテ＞

　屋根面の基盤となる材

（= 合掌材）に相当する

⑦瓦巻

③屋中
＜ヨコ＞

⑤エツリ竹
＜ヨコ＞

　なわ　　むす　　  め

しょうりゃく　　　えが

※縄の結び目は

　省略して描い

　ています。

　蒲鉾形に積んだ茅束の上に、

鋼板・杉皮を被せ、その上に瓦を

並べて押さえています
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　　　　　　　　　　　　　　　こんせき　　かくにん 

割った竹を使用

④垂木
< タテ >

竹を使用（そのまま）

竹を使用

（葺替前はなぜか

一部が木）

かわらまき
 こ　や　ぐ

かやぶき
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   と　　　　 つく　 　　  や　ね　    かいたいじ  　ちょうさ

　　　    かながわけんおういき　   おこな　 　　　　　　　　や　ね

　　　　 　 ふ　   かた　　もち

　　　　　　　　　　　　　  わ 

たけ

わ　　　　 たけ　　  しよう

　  や　ね めん　   きばん　 　　　　  ざい

　　がっしょうざい　　　  そうとう

のだるき

　　 たけ     しよう

ふきかえまえ

　　 いちぶ　　　き 

やなか

たるき

たけ　　  しよう

下地に竹を多用

しているのも関東風。茅葺屋

根は地元で入手しやすい材料

を多用することが

一般的です。

　　　　　　　したじ   　たけ　　　たよう
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　ね　　　じもと　　にゅうしゅ 　　　　　　 ざいりょう

    　　　　　　たよう
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